
沿
海
地
区
漁
協
の
性
格
と
漁
家
経
営
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
加
瀬
和
俊
　
①

沿
岸
漁
家
と
地
区
漁
協
を
め
ぐ
る
現
代
的
問
題
-
･
-
≡
-
-
-
倉
田
　
亨
　
㊥

第
三
一
回
漁
業
経
済
学
会
大
会
の
お
知
ら
せ

全
国
理
事
会
等
の
日
程
･
学
会
誌
の
編
集
･
発
行
状
況
に
つ
い
て

第
三
一
回
大
会
案
内
特
集

升
三
一
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
現
代
の
漁
協
の
性
格
と
機
能
｣

沿
海
地
区
漁
協
の
性
格
と
漁
家
経
営

加

　

瀬

　

和

　

俊

H
　
本
報
告
の
課
題
は
'
現
段
階
に
お
け
る
沿
海

地
区
漁
協
の
性
格
と
漁
家
経
営
に
対
す
る
そ
の
機
能

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
検
討
に
さ
い
し
て
は
､

①
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
協
同
組
合
の
1
殻
的
性

格
と
沿
海
地
区
魚
島
の
特
質
の
対
比
､
④
漁
家
の
階

層
性
と
漁
協
の
性
格
･
機
能
と
の
関
連
'
把
つ
い
て

留
意
す
る
｡

白
　
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
各
種
の
協
同
組
合

は
'
事
業
運
営
を
通
じ
て
利
鞘
を
持
続
的
に
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
-
意
味
で
'
そ
の
経
営
体

的
性
格
を
強
め
て
き
た
｡
そ
れ
は
'
①
専
門
職
員
層

の
名
目
賃
金
の
持
続
的
上
昇
'
④
組
合
事
業
の
た
め

の
借
入
金
の
元
利
返
済
'
④
資
金
調
達
力
･
産
地
間

競
争
力
の
強
化
の
た
め
の
'
組
合
の
対
外
信
用
力
の

増
大
'
な
ど
の
必
要
性
に
促
さ
れ
た
変
化
で
あ
っ
た
｡

こ
の
背
景
に
は
'
協
同
組
合
事
業
の
拡
大
･
高
度
化

に
対
応
で
き
る
専
門
職
員
層
の
開
放
的
労
働
市
場
の

下
で
の
確
保
'
協
同
組
合
事
業
の
た
め
の
投
資
規
模

の
拡
大
　
(
お
よ
び
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
融
資
制

慶
の
発
展
)
'
組
合
の
資
金
調
達
力
､
販
売
力
の
組

合
員
の
経
営
に
と
っ
て
の
意
義
の
高
ま
り
'
と
い
っ

た
事
情
が
あ
る
｡
そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
業
の
根
拠
と

し
て
は
'
現
代
資
本
主
義
化
に
と
も
な
-
諸
変
化
'

と
り
わ
け
'
①
イ
ン
フ
レ
政
策
1
名
目
賃
金
の
持
続

的
上
昇
'
㊥
産
業
政
策
の
社
会
政
策
的
強
化
1
低
位

生
産
性
経
営
体
の
滞
留
1
価
格
問
題
･
市
場
間
題
の

重
大
化
1
組
合
の
商
業
機
能
の
強
化
'
④
イ
ン
フ
レ

政
策
1
借
入
金
依
存
的
経
営
規
模
拡
張
'
な
ど
が
指

摘
で
き
る
｡
か
く
て
､
｢
組
合
の
主
人
公
は
組
合
員

で
あ
る
｣
と
す
る
　
｢
原
点
｣
論
の
批
判
に
も
か
か
わ

ら
ず
'
協
同
組
合
の
経
営
体
的
性
格
も
'
職
員
賃
金

水
準
の
組
合
員
所
得
水
準
か
ら
の
帝
錐
も
不
可
避
的

に
進
行
す
る
o

漁
協
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
性
格
は
共
通
し
て

い
る
.
と
く
に
漁
協
の
場
合
に
は
'
組
合
員
の
経
済

力
に
-
ら
べ
て
漁
協
事
業
へ
の
投
資
規
模
が
は
る
か

に
大
き
い
の
で
'
法
制
的
に
も
'
員
外
利
用
制
限
や

専
属
利
用
契
約
な
ど
の
面
で
経
営
体
的
性
格
が
他
の

協
同
組
合
よ
り
も
大
幅
に
容
認
さ
れ
て
い
る
｡
も
っ

と
も
'
沿
海
地
区
漁
協
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
'
こ

の
よ
-
な
経
営
体
的
要
請
に
対
応
で
き
な
い
が
ゆ
え

に
協
同
組
合
の
内
実
を
持
ち
得
ず
'
漁
業
権
管
理
を

中
心
に
し
た
同
業
組
合
的
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
O

両
者
の
漁
協
を
比
較
す
れ
ば
'
組
合
員
の
経
営
を
支

え
る
協
同
組
合
機
能
を
充
実
さ
せ
る
方
向
が
'
結
果



的
に
漁
協
の
経
営
体
的
性
格
を
不
可
逆
的
に
強
化
さ

せ
る
と
い
-
関
除
を
確
認
で
き
よ
-
0

日
　
現
段
階
に
お
け
る
協
同
組
合
の
運
営
原
理
に

関
連
し
て
'
農
協
･
漁
協
の
組
織
原
則
に
注
目
す
る

と
'
組
合
員
の
権
利
に
お
け
る
同
等
性
が
顕
著
で
あ

る
｡
こ
れ
は
'
制
度
的
に
は
憲
法
お
よ
び
各
協
同
組

合
根
拠
法
に
よ
っ
て
'
経
済
基
盤
と
し
て
は
労
働
市

場
の
広
範
な
展
開
と
組
合
員
の
生
計
能
力
の
上
昇
に

ょ
っ
て
'
地
域
内
に
お
け
る
半
ば
人
格
的
な
支
配
関

係
が
解
消
さ
れ
'
戦
前
的
な
名
望
家
主
導
の
組
合
運

営
が
不
可
能
と
な
り
'
大
衆
民
主
主
義
型
の
組
合
運

営
の
原
理
が
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
.
こ
の
段
階
に
お
い
て
'
組
合
員
の
個
別
的

利
害
を
組
合
構
成
員
の
共
通
利
害
へ
と
編
成
し
て
い

く
原
理
は
何
か
?
　
そ
の
最
も
単
純
･
簡
明
な
理
念

は
平
等
主
義
で
あ
ろ
-
｡
権
利
に
お
い
て
平
等
な
組

合
員
は
'
組
合
か
ら
平
等
に
経
済
的
利
益
を
受
け
'

平
等
に
負
担
を
負
-
と
い
-
原
理
で
あ
る
　
(
蕃
殖
施

設
の
平
等
配
分
は
そ
の
典
型
)
｡
し
か
し
'
組
合
員

相
互
に
大
き
な
階
層
差
が
存
在
す
る
以
上
'
こ
の
平

等
主
義
は
文
字
通
り
に
は
貫
け
な
い
o
そ
の
場
合
に

は
'
組
合
事
業
に
対
し
て
依
存
度
の
高
い
構
成
員
の

利
害
を
重
視
し
て
組
合
の
運
営
方
針
を
決
定
せ
ざ
る

を
え
な
い
　
(
兼
業
漁
家
が
多
く
と
も
組
合
運
営
は
専

業
漁
家
本
位
に
行
-
と
い
っ
た
状
態
)
｡
階
層
差
追

認
主
義
と
で
も
称
す
べ
き
こ
の
原
理
は
'
広
義
に
見

れ
ば
平
等
主
義
の
一
形
態
で
は
あ
る
が
'
組
合
運
営

を
め
ぐ
る
平
等
主
義
と
は
対
立
す
る
面
を
持
ち
'
そ

の
結
果
'
組
合
の
運
営
方
針
は
1
義
的
に
定
め
ら
れ

な
く
な
る
.
そ
の
よ
-
な
局
面
に
お
い
て
作
用
す
る

今
1
つ
の
原
理
が
'
経
営
体
的
運
営
原
理
で
あ
り
'

組
合
自
体
の
経
営
に
と
っ
て
も
っ
と
も
利
益
に
な
る

運
営
方
針
を
選
択
す
る
と
い
う
原
理
で
あ
る
｡
そ
し

て
そ
の
際
に
は
'
組
合
事
業
の
経
済
的
内
容
に
つ
い

て
の
実
務
力
を
有
す
る
専
門
職
員
層
の
判
断
が
重
視

さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
｡

こ
の
よ
-
な
協
同
組
合
の
運
営
原
理
が
漁
協
に
お

い
て
具
体
的
に
ど
-
適
用
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
'

報
告
に
際
し
て
整
理
し
て
み
た
い
｡

飼
　
漁
脇
の
経
済
事
業
と
漁
家
経
営
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
'
販
売
事
業
と
信
用
事
業
を
念
頭
に
お
い

て
整
理
を
試
み
る
｡
そ
し
て
'
①
沿
海
地
区
漁
協
の

二
類
型
　
(
漁
家
型
漁
協
'
中
小
資
本
'
漁
家
混
在
型

漁
協
)
　
の
お
の
お
の
に
お
け
る
'
漁
協
の
経
済
事
業

の
主
要
な
対
象
階
層
の
性
格
規
定
'
④
専
業
的
･
企

業
的
漁
家
の
個
別
的
経
営
展
開
と
漁
協
経
済
事
業
の

発
展
と
の
相
互
規
定
開
孫
と
そ
の
根
拠
'
④
水
産
政

策
と
の
関
連
に
お
け
る
漁
協
の
二
面
性
'
す
な
わ
ち
'

1
万
に
お
け
る
政
策
の
下
請
機
関
性
'
他
方
に
お
け

る
政
策
と
の
対
立
関
孫
の
実
体
と
そ
の
根
拠
'
な
ど

の
論
点
を
検
討
す
る
｡

沿
岸
漁
家
と
地
区
漁
協
を

め
ぐ
る
現
代
的
問
題

倉

　

田

　

　

亨

共
通
論
題
｢
現
代
の
漁
協
の
性
格
と
機
能
｣
の
中

で
の
標
記
課
題
の
位
置
づ
け
は
'
沿
岸
漁
家
-
漁
協

構
成
員
の
今
日
の
諸
変
化
と
の
関
わ
り
と
い
-
側
面

に
分
析
視
角
を
置
く
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
｡
つ
ま
り
'

漁
協
構
成
員
の
質
的
･
量
的
変
化
が
'
漁
協
の
性
格

や
機
能
に
ど
の
よ
-
な
変
化
を
与
え
て
い
る
の
か
'

与
え
て
い
な
い
の
か
と
い
-
点
が
ま
ず
問
題
に
な
ろ

-
｡
そ
れ
と
併
せ
て
'
ま
ず
踏
ま
え
て
置
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
'
｢
現
代
の
-
｣
の
現
代
を
ど
の
よ
-

把
認
識
す
る
か
で
あ
ろ
-
.
従
っ
て
'
標
記
課
題
も

敢
え
て
｢
-
･
現
代
的
問
題
｣
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
'

さ
ら
に
言
え
ば
'
現
代
に
現
在
置
か
れ
て
い
る
漁
協

の
将
来
(
S
o
t
l
e
n
)
　
に
と
っ
て
の
問
題
と
い
-
意

味
で
｢
-
現
代
的
問
題
｣
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

沿
岸
漁
家
の
今
日
の
様
々
の
変
化
そ
の
も
の
が
'
現

代
を
体
現
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
｡
し
か
し
'
現

代
を
全
て
体
現
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
'
だ
か
ら

こ
そ
敢
え
て
現
代
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
を
間

-
必
要
性
を
伴
-
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
漁
協
構
成
員
の
質
的
･
量
的
変
化
に

つ
い
て
は
'
既
に
昭
和
五
三
年
度
〟
漁
業
白
書
″
に

｢
漁
村
は
'
-
青
年
層
の
流
出
'
漁
業
活
動
の
停
滞
'

乳
業
賂
同
組
合
等
の
漁
村
管
理
機
能
の
低
下
等
か
ら



弱
体
化
し
っ
つ
あ
る
-
｣
と
い
-
表
現
で
'
漁
協
機

能
に
ま
で
影
響
す
る
程
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
.
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
'
逆
に
､
昭

和
五
七
年
度
〟
漁
業
白
書
″
で
は
'
｢
近
年
'
漁
業

経
営
の
項
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
加
え
つ
つ
あ
り
､

漁
村
に
お
け
る
指
導
力
'
経
済
力
の
中
核
体
と
し
て

の
漁
業
協
同
組
合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と

な

っ

て

き

て

い

る

｣

と

述

べ

て

い

る

｡

こ

の

t

見

矛
盾
し
た
〟
白
書
″
　
の
指
摘
は
'
現
代
の
漁
業
を
取

り
巻
く
諸
環
境
の
中
で
は
漁
協
の
果
た
す
べ
き
役
割

り
は
増
し
っ
つ
あ
る
に
も
拘
ら
ず
'
漁
協
は
弱
体
化

し
っ
っ
あ
る
と
し
て
の
指
摘
と
読
め
は
整
合
性
を
持

ち
う
る
｡
こ
-
し
た
指
摘
と
受
け
と
れ
る
情
況
を
ど

の
よ
う
に
克
服
す
る
か
､
つ
ま
り
漁
協
の
強
化
を
如

何
に
し
て
図
る
か
'
果
た
す
べ
き
と
さ
れ
る
役
割
を

如
何
に
す
れ
ば
果
た
せ
る
か
'
今
後
の
漁
協
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
･
確
定
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る

訳
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
'
沿
岸
漁
家
と
の
関
わ
り
と
い
-
側
面

に
限
定
し
て
'
今
日
の
漁
協
の
強
化
'
果
た
す
べ
き

役
割
を
如
何
に
し
て
果
た
す
か
を
論
じ
る
o
そ
の
場

●

●

合
'
い
わ
ず
も
が
な
'
現
代
を
'
端
的
に
は
都
市
化

･
工
業
化
･
情
報
化
の
高
度
に
進
ん
だ
社
会
怒
ら
し

時
稚
)
と
踏
え
た
い
｡
ま
た
'
既
に
p
｢
晩
付
構
造
と
漁
協

運
動
　
(
活
動
)
　
の
問
題
点
　
-
　
今
後
の
漁
協
の
あ
り

方
を
求
め
て
　
-
　
｣
　
(
西
日
本
漁
業
経
済
論
集
第
二

丁
巻
･
一
九
八
1
年
三
月
刊
)
　
で
指
摘
し
た
論
点
と

提
言
を
踏
え
て
'
展
開
す
る
｡
こ
の
論
文
で
の
聾
者

の
重
視
し
て
い
た
論
点
は
'
今
日
の
漁
協
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
　
｢
地
縁
集
団
原
理
の
退
化
に
伴
-
釈

し
い
　
(
広
域
)
集
団
原
理
Ⅰ
多
様
化
進
捗
の
中
で

の
統
7
　
(
令
)
｣
で
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
｡
ま

た
'
そ
-
し
た
集
団
原
理
と
し
て
社
録
原
理
に
基
づ

い
た
組
織
再
編
が
先
決
で
あ
り
､
そ
れ
が
現
代
の
職

●

●

分
社
会
へ
の
適
応
を
果
た
し
'
現
代
へ
の
対
応
の
可

能
性
を
拓
く
道
だ
と
提
言
し
た
｡
今
回
は
'
こ
の
論

点
･
提
言
を
ベ
ー
ス
に
､
果
た
す
べ
き
役
割
　
(
-
機

舵
)
に
ま
で
議
論
を
展
開
し
た
い
｡
以
上
予
告
に
替

え
た
い
｡

第
三
一
回
　
漁
業
経
済
学
会

大
会
の
お
知
ら
せ

て
会
　
場
　
近
畿
大
学
　
本
館
三
階
第
二
会
議
室

〒
5
7
7
東
大
阪
市
小
君
江
三
の
四
の
一

電
話
　
〇
六
　
(
七
二
一
)
　
二
三
三
二

(
内
線
四
三
八
　
倉
田
･
榎
)

道
順
お
よ
び
大
学
構
内
案
内

国
鉄
環
状
線
鶴
橋
駅
で
近
鉄
大
阪
線
に
乗
換

え
高
安
･
国
分
行
の
各
駅
停
車
に
乗
車
'
長

瀬
駅
下
車
'
徒
歩
約
一
〇
分
地
図
参
照
の
こ
と
｡

二

､

日

　

程

〇
六
月
二
日
　
(
士
)
　
午
前
九
時
三
〇
分

1
般
報
告

〇
六
月
三
日
　
(
日
)
午
前
九
時
三
〇
分

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

｢
現
代
の
漁
協
の
性
格
と
機
能
｣

○
総
　
会
　
六
月
二
日
　
午
後
7
時
～
二
時

三
､
配
布
資
料

当
日
の
配
付
資
料
は
'
各
自
七
〇
部
は
ど
御

用
意
下
さ
い
｡

四
､
大
会
運
営

現
地
大
会
事
務
局
お
よ
び
大
会
の
準
備
'
編

集
適
当
常
任
理
事
を
中
心
に
し
て
'
そ
の
他
理

事
各
位
の
賂
力
の
も
と
に
行
い
ま
す
〇

五
､
懇
親
会
六
月
二
日
　
午
後
六
時
よ
り
大
学
構
内
で
行

-
予
定
で
す
｡
(
会
場
は
当
日
案
内
し
ま
す
｡
)

会
費
　
三
'
〇
〇
〇
円

六
､
大
会
参
加
費

二
'
〇
〇
〇
円
(
レ
ジ
メ
代
を
含
む
)

七
､
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
･
テ
ー
マ
　
｢
現
代
の
漁
協
の
性

格
と
機
能
｣

｢
沿
海
地
区
漁
協
の
性
格
と
漁
家
経
営
｣

加
瀬
　
和
俊

r
沿
岸
漁
家
と
地
区
漁
協
を
め
ぐ
る
現
代
的
問
題
｣

倉

田

　

　

亨

｢
現
代
漁
協
の
現
状
と
問
題
点
｣

-
北
海
道
日
本
海
沿
岸
漁
協
を
事
例
と
し
て
-

司
会
　
鈴
木

〇
一
般
報
告

池

田

　

　

均

旭

.

米

田

一

二

三



四
月
十
七
日
現
在
申
込
み
の
あ
っ
た
一
般
報
告

演
題
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

｢
水
産
物
産
地
流
通
に
お
け
る
漁
協
販
売
事
業

の
機
能
と
そ
の
限
界
｣

古
林
　
英
一

｢
琵
琶
湖
漁
業
の
展
開
過
程
｣
伊
藤
　
康
宏

｢
中
小
資
本
漁
業
分
析
試
論
｣
広
言
　
勝
治

｢
漁
協
の
地
域
協
同
組
合
化
に
つ
い
て
｣

島

　

　

秀

典

｢
北
米
　
(
既
開
発
地
域
)
　
へ
の
日
本
の
資
本
進

出
と
そ
の
形
態
に
つ
い
て
の
検
討
｣

堀
口
　
鰹
治

｢
戦
後
水
産
物
流
通
の
諸
特
徴
｣酒
井
　
亮
介

｢
大
阪
湾
漁
業
の
史
的
調
査
に
つ
い
て
｣

酒
井
　
亮
介
'
　
太
田
　
雅
士

｢
最
近
に
お
け
る
世
界
漁
業
生
産
の
動
向
｣

山

本

　

　

忠

｢
漁
協
論
の
現
段
階
的
課
題
｣増
田

　

　

洋

｢
漁
民
的
漁
場
利
用
と
漁
協
の
機
能
｣

宮
崎
　
隆
志

八
､
宿
泊
施
設
の
案
内

○
灘
波
･
上
六
地
区
　
(
会
場
ま
で
約
四
〇
分
)

｢
な
に
わ
会
館
｣
　
(
公
立
学
校
共
済
)

T
E
t
　
〇
六
　
(
七
七
二
)
　
1
四
四
1

｢
ホ
テ
ル
南
海
｣
　
(
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
)

T
E
L
　
〇
六
　
(
六
四
九
)
　
1
五
二
一

〇
大
阪
駅
･
新
大
阪
駅
周
辺
　
(
会
場
ま
で
約
六
〇

分
)｢
大
阪
ガ
ー
デ
ン
｡
ハ
レ
ス
｣
　
(
私
立
学
校
共
済
)

T
E
L
　
〇
六
　
(
三
九
六
)
　
六
二
1
　
7

｢
新
阪
急
ホ
テ
ル
｣

T
E
L
　
〇
六
　
(
三
七
二
)
　
五
一
〇
1

｢
ホ
テ
ル
阪
神
｣

T
E
L
 
I
)
六
　
(
三
四
四
)
　
1
六
六
1

0
京
橋
･
天
満
橋
地
区
(
会
場
ま
で
約
五
〇
分
)

｢
大
阪
共
済
会
館
｣
　
(
国
家
公
務
員
共
済
)

T
E
L
　
〇
六
　
(
九
四
一
)
　
六
二
四
三

｢
ホ
テ
ル
京
阪
｣

T
E
L
.
〇
六
　
(
九
四
五
)
〇
三
二
1

0
天
王
寺
地
区
　
(
会
場
ま
で
約
五
〇
分
)

｢
以
和
音
荘
｣
　
(
地
方
公
務
員
共
済
)

T
E
r
･
]
　
〇
六
　
(
六
二
二
)
　
1
七
二
五

｢
大
阪
郵
便
貯
金
会
館
｣

T
E
L
　
〇
六
　
(
七
七
二
)
　
七
五
〇
1

｢
天
王
寺
都
ホ
テ
ル
｣

T
E
L
 
I
)
六
　
(
七
七
九
)
　
1
五
〇
1

各
自
で
予
約
し
て
下
さ
い
｡

◎
全
国
理
事
会
等
の
日
程

○
全
国
理
事
会

六
月
一
日
　
(
金
)
午
後
五
時
～

近
畿
大
学
　
本
館
四
階
第
四
会
議
室

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
者
検
討
会

六
月
1
日
　
(
金
)
午
後
二
時
～

近
畿
大
学
　
水
産
経
済
実
習
室

○
在
京
理
事
会

五
月
八
日
　
午
後
六
時
～

東
京
水
産
大
学

◎
新
入
会
員
の
紹
介

田
中
　
二
良

竹
村
　
武
人

古
林
　
英
一

寺

井

　

　

稔

(
敬
称
略
)

(
水
産
庁
養
殖
研
究
所
)

(
三
重
県
漁
連
)

(
京
都
大
学
大
学
院
)

(
北
海
道
渡
島
支
庁
)

◎
学
会
誌
の
編
集
･
発
行
状
況
に
つ
い
て

(
学
会
誌
編
集
担
当
理
事
よ
り
)

学
会
誌
の
発
行
予
定
は
'
次
の
よ
-
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
現
在
作
業
を
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
｡

二
八
巻
三
号

二
八
巻
四
号

五
月
初
旬
に
刊
行

五
月
下
旬
に
刊
行

◎
大
会
準
備
担
当
理
事
よ
り

大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
は
'
秋
山
博
一
氏

に
も
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
､
病
気
の
た
め

取
止
め
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
｡



会場案内図

<大学所在地図>

<大学構内図>
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